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発　　行

創　　立 1969年4月14日

承　　認 1969年4月23日

チャーターナイト 1969年11月9日

Ｉ.Ｔ.・会報委員会

事務所：

例会場：

高松市浜ノ町１番１号 全日空ホテルクレメント高松内

高松市浜ノ町１番１号 全日空ホテルクレメント高松 TEL (087)811-1111

TEL (087)811-1111 毎週金曜日 12 :30～13 :30

第１例会のみ 18 :30～19 :30

会長　　加藤 和理　　　幹事　関 義雄　　　会長エレクト　吉村 恂　　　副幹事　村尾 俊郎　　　Ｓ.Ａ.Ａ　岡田 定雄

例
会
日

1977年　上原さくら
1968年　小川直也
1961年　戸川純

1876年　三井銀行誕生
1970年　よど号ハイジャック事件

菜の花、花言葉は“快活”誕生花

誕生石 クリスタル(crysta l )、宝石言葉は“純粋”

1950年　舘ひろし
1936年　毒蝮三太夫
1932年　大島渚

今 日 は 何 の 日３月３１日 今日生まれの有名人

客話 エレナさん「南米移民の歴史と生活」

フォーラム 「４０周年記念を考える」
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回 月 日1798 ３ ３１

第 回 月 日1797 ３ ２４

加藤会長報告 関幹事報告 吉村会長エレクト報告

フォーラム「４０周年を考える」
岡田委員長

野口出席委員長報告 佐野Ｓ.Ａ.Ａ.報告

教育基本法・学校教育法公布の日・復活祭

地区協議会のお知らせ

日　時：

場　所：

登録料：

４月１６日（日）　10：30～15：10

今治国際ホテル、今治商工会議所、
地場産業振興センター

10,000円

会長報告

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ　我等のロータリー

奉仕の理想

2005-2006年度

地区青少年短期交換プログラム報告書

来 信



次週のプログラム 第１７９９回 家族会 栗林山荘家族お花見例会

住谷 3/23 高松ＲＣ

高松東ＲＣ 青木 弘 様

高松北ＲＣ 永野 公隆 様

メ イ ク ア ッ プ

ビ ジ タ ー

会　員　数 56名

50名出席基準数

19名欠　席　者 54.00％ → 80.00％

2名ビ ジ タ ー

出　席　者 31名

出　席　率 62.00％

最終出席率 3/10

/

/

/

/

/

/

/

出  席  報  告 出席委員長：野口一臣
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月 日４ ７

例会臨時変更のお知らせ

観音寺RC 3月30日(木)例会は定款第５条により休会

観音寺東RC 4月4日(火)例会は
　　　　8日(土)15:00豊中町「不動の滝」に変更

観音寺東RC 5月2日(火)例会は定款第５条により休会

坂出RC 4月4日(火)例会は18:30「中津万象園」に変更

善通寺RC 4月5日(水)例会は
　　　　2日(日)10:30「鉢伏ふれあい公園」に変更

小豆島RC 3月31日(金)例会は定款第５条により休会

高松グリーンRC 4月6日(木)例会は
　　　　2日(日)12:30「琴平宮」に変更

小豆島RC 4月7日(金)例会は「清見寺」に変更

高松西RC 4月7日(金)例会は「栗林山荘」に変更

さぬきRC 4月7日(金)例会は18:30に変更

高松北RC 3月27日(月)例会は「高松消防局」に変更

高松東RC 4月4日(火)例会は
　　　　1日(土)18:30県民ホール6F「ラ・シレーヌ」に変更

高松中央RC 4月4日(火)例会は2日(日)12:00
　　　　シンボルタワー29F「スーツァン・レストラン」に変更

東かがわRC 4月3日(月)例会は2日(日)7:00に変更

高松東RC 4月11日(火)例会は
　　　　「高松パブリックゴルフクラブ」に変更

高松RC 4月6日(木)例会は
　　　　18:30「喜代美山荘　花樹海」に変更

高松北RC 4月3日(月)例会は東山崎町「神明殿」に変更

高松グリーンRC 3月30日(木)例会は定款第５条により休会

水曜会優勝。 住谷

岸田さん鏡原さんありがとうございました。 磯崎

誕生祝いをいただきました。ありがとうございます。 泉

岸田さん磯崎先生お世話になりました。 鏡原

遅刻 １件

早退 １件

本 日 の 合 計

これまでの累計 730,115円

12,000円

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

合計６件 お墓と樹木葬 幹事・関義雄

　私の両親のお墓は尼崎にありますが、子供たちは

みんな尼崎を離れてしまい、お墓参りは１年に１回で

きるかどうかになってしまいました。私の子供にはお

墓の場所を教えていますが、私の孫の世代以降にな

ると私の両親のお墓の存在も遠のいてしまい、たぶん、

数世代後には無縁仏になるような気がしています。こ

れは核家族化の宿命でもあります。

　先日のコラムで紹介しました「千の風になって」の詩

を読んでいると、お墓って必要なのかなあと思ってし

まいます。それは残された者が死者の生前を思い出

す装置であり、時間とともに記憶も薄らいで行き、やが

ては記憶の消滅とともに、墓石だけが残され、その処

置に困ることになります。

　そこで、これは私の持論ですが樹木葬が最も理に

かなっているように思います。生前に自分の好きな木

を植えておき、これをお墓とします。死後、そこに遺灰

を蒔いてもらい、木の栄養とします。例えば、ケヤキで

すと500年以上は生き続けて、やがて枯れてしまいます。

その時には私のお墓であることなど、誰も知りません。

そして、ケヤキも自然の循環の中に消えて行き、後に

は何も残っていません。

　以前、新聞で岩手県のあるお寺で樹木葬を行って

いることが記事として載っていましたが、まだまだ認知

されていません。しかし、お墓を作るのに何百万円も

必要とし、死者の増加とともにお墓の需要も増えて行

けば、やがてはお墓となる適地もなくなり、以前のお

墓をつぶして、新しいお墓を作ることになってしまいま

す。それよりかは樹木葬の方が自然だと思うのですが。


